
 

 DRV8830 Ｉ２Ｃモータドライバモジュール  

 
テキサス・インスツルメンツ 
ＤＲＶ８８３０搭載 

■特徴 
・手軽に使えるブラシ付モーターのドライバモジュールです。 
・最大１Ａのモーターを回転・逆転・ブレーキ、スピードのコントロールができます。 
・インターフェースは I2C接続で２本の配線だけで全ての制御が行えます。 
・多チャンネルにも対応し、１つの I2Cバスで最大９個をコントロールできます。 
・３Ｖから６．８Ｖで動作し電池動作にも適しています。 
・ロボット、制御機器にオススメします。 

 

■仕様 
モーターの種類 ブラシ付モータ（マブチモーター、ギアードモータなど） 
動作電圧範囲 ＤＣ３Ｖ～６．８Ｖ ※インターフェース電圧とモータ電圧は共通 
最大駆動電流 １Ａ 
駆動方式 ＰＷＭ ※効率８０～９５％程度 
オン抵抗 最大０．４５Ω（ハイサイド＋ローサイドの合計） 
スリープ電流 ０．３μＡ 
アイソレート 制御端子とモータ間はアイソレート（絶縁）されません 
サイズ ２３ｘ１６ｍｍ 
内容品 基板ｘ１枚，端子台ｘ１個，ピンヘッダｘ１本（長いので必要なピン数で切断してお使いください） 

ノイズキラー用コンデンサｘ２個 
※製作・使用にあたり巻末の使用上の注意をよく読んでお使いください。 

■組み立て・接続方法 

  

 

  

●写真のように端子台，ピンヘッダをハンダ付けしま

す。ヘッダピンは必要なピン数で切断してください。 
写真は製作例で、ピンヘッダは上向きにつけるか、下向

きにつけるかはお客様の自由です。 
●５本の端子をマイコンと接続してください。FAULT
ピンは接続しなくても結構です。 
●SCL, SDAの端子はプルアップされていませんので、

マイコン側でプルアップしてお使いください。 
●モータにノイズ防止のコンデンサがついていない場

合はコンデンサを付ける必要があります。左の写真のよ

うにコンデンサを２個ハンダ付けしてください。モータ

のケースへのハンダ付けが難しい場合は右写真のよう

にリード線の両端に１個取り付ければ大丈夫です。 
●基板内・近距離で配線する場合は図の５本の端子を接

続すれば問題ありません。もし配線を長く（２０ｃｍ以

上）引き回す場合は１０ピンを使い、下のように別売り

のフラットケーブルを使ってください。これによりグラ

ンドが強化されて、配線が長くても通信が安定します。 
●もともと I2C インター

フェースは基板内の通信

規格なので何ｍも引き回

すと動作が不安定になり

ます。さらにモータから発

せられるノイズの影響も

大きいです。 

■I2Cアドレスの設定 
A1 A0 I2Cアドレス 
0 0 0b1100000x 
0 open 0b1100001x 
0 1 0b1100010x 

open 0 0b1100011x 
open open 0b1100100x 
open 1 0b1100101x 
1 0 0b1100110x 
1 open 0b1100111x 
1 1 0b1101000x 

DRV8830の I2Cアドレスは基板上のハンダ・ジャンパで設定できます。 
デフォルトは A0,A1共にオープンですので 0b1100100xになっています。 
複数台を同じバスに接続する際は変更してください。 
※xのビットは R/Wビットです。READは 1, WRITEは 0 
※0…0 の部分をハンダでショートする。1…1 の部分をハンダでショートする。

open…どこにも接続しない。 
注意：ジャンパする場合は同列の 0か 1のどちらかだけをジャンパしてください。

変更するときは完全にハンダを除去してからもう一方をジャンパしてください。

同列の 0と 1を両方ジャンパすると電源が短絡して破損の原因になります。 
■発熱について 
 放熱に優れたＩＣになっていますので、基板から放熱されるよう設計されています。放熱器をつける必要はありません。 



 

 
■FAULT（フォルト）について ■回路図 
 基板のジャンパをショートするとフォルトが発生した時に

LEDが点灯するようになっています。温度上昇や過電流などの異

常がフォルトの要因です。フォルトは I2C通信でも知ることがで

きますが、即時性に乏しいので、FAULTピンを使って CPUに直

接割り込みを掛けられるよう設計されています。FAULTピンはオ

ープンドレインになっていますので注意してください。 
 

 
■使い方 

モジュールでは SCL, SDAはプルアップされていませんので、外部でプルアップをしてください。プルアップ先はマイコンの

電源端子になります。モータは電流が流れますので十分に足りる電源と接続してください。 
設定した I2C アドレスに対して読み込み・書き込みを行ってみてください。内部アドレスは 0x00 と 0x01 の２つしかありま

せん。0x00がコントロールレジスタ、0x01が状態を示すレジスタになっています。通信方法は一般的な I2Cデバイスと同じな

ので難しいところはないと思います。正しく ACK が返ってこない場合はタイミング・周波数・アドレスなどがあっていないと

思われますのでオシロやロジアナで確認してください。モータの状態はステータスレジスタを読むとマイコン側で判断できます。 
 

内部アドレス 名称 説明 初期値 
0x00 VSET[7…2] IN2[1] IN1[0] コントロールレジスタ 0b00000000 
0x01  ステータスレジスタ 0b00000000 

※内部アドレス 0x00の上位６ビットが電圧、下位２ビットが回転の制御になります。 
 

◆表１ 上位６ビットの設定 
VSET 出力電圧 VSET 出力電圧 VSET 出力電圧 VSET 出力電圧 
0x00 <予約> 0x10 1.29V 0x20 2.57V 0x30 3.86V 
0x01 <予約> 0x11 1.37V 0x21 2.65V 0x31 3.94V 
0x02 <予約> 0x12 1.45V 0x22 2.73V 0x32 4.02V 
0x03 <予約> 0x13 1.53V 0x23 2.81V 0x33 4.10V 
0x04 <予約> 0x14 1.61V 0x24 2.89V 0x34 4.18V 
0x05 <予約> 0x15 1.69V 0x25 2.97V 0x35 4.26V 
0x06 0.48V 0x16 1.77V 0x26 3.05V 0x36 4.34V 
0x07 0.56V 0x17 1.85V 0x27 3.13V 0x37 4.42V 
0x08 0.64V 0x18 1.93V 0x28 3.21V 0x38 4.50V 
0x09 0.72V 0x19 2.01V 0x29 3.29V 0x39 4.58V 
0x0A 0.80V 0x1A 2.09V 0x2A 3.37V 0x3A 4.66V 
0x0B 0.88V 0x1B 2.17V 0x2B 3.45V 0x3B 4.74V 
0x0C 0.96V 0x1C 2.25V 0x2C 3.53V 0x3C 4.82V 
0x0D 1.04V 0x1D 2.33V 0x2D 3.61V 0x3D 4.90V 
0x0E 1.12V 0x1E 2.41V 0x2E 3.69V 0x3E 4.98V 
0x0F 1.20V 0x1F 2.49V 0x2F 3.77V 0x3F 5.06V 

※電源電圧よりも高い電圧を設定してもその電圧は出力されません。 
◆表２ 下位２ビットの設定 

下位２ビット IN2:IN1 動作 説明 
00 スタンバイ［デフォルト］ モータはフリーに回転できます。消費電力は最小 
01 正転 OUT1=＋, OUT2=－ 
10 逆転 OUT1=－, OUT2=＋ 
11 ブレーキ モータの両端を短絡してブレーキをかけます。 

■保護回路 
モータの負荷が重くなるなどして 1A 以上流れるようになると DRV8830 が電圧を下げて 1A 以上流れないように制御してく

れます。この状態が 275ms以上継続すると FAULT状態になり（LEDが点灯）しますが、モータは駆動し続けます。 
通常はこの保護回路が働きますので 1A以上流れることはほとんどありません。もし出力の短絡などが生じて、1.3A以上流れ

ると OCP(Over Current Protection)が働き FAULT状態になります。モータへの電力供給がストップし制御ができなくなります。

復帰するには IN2:IN1 に 00 を書き込むか、ステータスレジスタをリセットする(0x80)までコントロールはできません。回転中

に急ブレーキをかけると短絡電流が 1.3Aを超えることがあります。これによっても OCPが働きますので注意が必要です。 
 

■使用上の注意 
・入力と出力および極性を間違えないようにしてください。一瞬でもＩＣが破壊されてしまいます。 
・入力電圧の最大は 6.8Vです。 
・本キットはエンジニアの方を対象にした製品です。本製品をお使いになるにはある程度の電気的知識を必要とします。・本

モジュールを使用したことによる、損害・損失については一切補償できません。 
・この製品は鉛フリー, RoHS指令適合で製造されています。MADE IN JAPAN 
・製造上の不良と認められる場合のみ、良品とお取替えいたします。それ以外の責についてはご容赦ください。 
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